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枚方市産業活性化支援補助金（地域貢献型ビジネス事業） 事業仕分け 補足説明資料 

 

これまでの選定実績 

平成 20 年度（1 件）                             （千円） 

事業者 事業の内容・効果 補助対象経費 補助額 

法人 

（ＮＰＯ法人） 

 

商店街の店舗を利用し、子育て支援としての食育

料理教室に加え、地元商店街と連携した成人病予

防の料理教室を開催。また農家の協力を得て農業

体験教室も実施。商店街の活性化、および子ども

も含め多くの人に食育の機会を与えることがで

きた。 

4,522 

（主な経費） 

③1,902

⑦1,038

④956

2,000 

選定外となった事業（２件） 

教育・子育て支援事業 まちづくり地域貢献型事業 

 

平成 2１年度（２件）                             （千円） 

事業者 事業の内容・効果 補助対象経費 補助額 

個人 

（任意団体代表

者） 

市内の各所でマジックショーを実施。また、マジ

ック教室を開講して、幅広い年齢層から参加者の

獲得を得た。マジックショーでは、市内商業者と

の共同開催や異種グループとのコラボレーショ

ン等を通じて客層を拡大することができた。ま

た、多くの市民のマジック技術の向上に貢献する

ことで、顧客拡大だけではなく、“マジックの普

及”を通じて、地域でビジネスチャンスの創出に

つながる広げる効果がみられた。 

304 

（主な経費） 

④166

152 

法人 

（株式会社） 

枚方市内で長年培われた技術を承継し、設備投資

を行い、オリジナルデザインの靴下やメッセージ

を編みあげた靴下の作成・販売を行った。体験工

房では、幅広く市民にものづくりの楽しみを伝え

るとともに、技術継承者の育成を図った。事業の

独創性などからメディアにも取り上げられ、また

オリジナルの靴下製作は少数からの注文も受け

付けたため、多くの顧客から発注を受け、好評を

博した。職業訓練生の職場体験の一環としての体

験工房も行い、市内産業の活性化と人材育成に貢

献したものと考えられる。 

3,964 

（主な経費） 

③2,226

⑤912

④890

1,982 

選定外となった事業（８件） 

教育・子育て支援事業（４件） まちづくり地域貢献型事業（３件） 

福祉・介護・医療事業  
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平成 2２年度（1 件）                             （千円） 

事業者 事業の内容・効果 補助対象経費 交付決定額 

法人 

（ＮＰＯ法人） 

母親の育児不安や孤立、また密室育児から子ども

の虐待を予防することを目的に母子が好きな時

に集える場等を提供する。 

4,319 2,000 

選定外となった事業（３件） 

福祉・介護・医療事業（２件） 教育・子育て支援事業（１件） 

 

補助対象事業 

福祉・介護・医療、教育・子育て支援、雇用創出・就労支援、環境保全、伝統産業・文化歴史

遺産保全等の地域貢献活動を伴う事業で、新規性、独創性、採算性、継続性、実現性、公共性の

面において、優れており枚方市の産業活性化に寄与すると認められるもの 

 

選定委員（平成 22 年度） 

学識経験者（法律政策・地方自治） 1 名 

経営相談コンサルタント      2 名 

市民活動支援団体職員       1 名 

 

選定方法 

枚方市産業活性化支援補助金交付対象事業選定委員会において、事前計画提案書及びプレゼンテ

ーション（10 分程度）により審査の上、選定します。 

選定にあたっては、次の視点をもとに、総合的に評価し、審査します。 

（平均６０点以上で上位の事業から選定し、予算の範囲内で決定） 

審査基準 

新規性：趣向や発想が新しいこと（２０点） 

独創性：他に例を見ないなど、画期的なアイディアであること（１０点） 

採算性：事業の収支計画が妥当であり、補助金や寄付金のみに頼らず継続可能であること（２０点） 

継続性：複数年にまたがる、計画性をもった発展性のあるもの（１０点） 

実現性：現実の可能性を明確に示すことのできるもの（３０点） 

公共性：広く地域社会全般に対して提案できるもの（１０点） 

 

補助対象経費 

① 印刷製本費 ②賃借料 ③改装費 ④人件費 ⑤報償費 ⑥通信運搬費 ⑦備品購入費 

⑧消耗品費 で、当該事業に係る経費 

 

補助金の額 

補助対象経費の５０％に相当する額。ただし、当該額が２００万円を超える場合は、２００万

円を限度として、予算の範囲内で決定します。 

 


